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デジタル技術を活用した農業支援人材の育成作業の集約と活用モデルの実証

395a（水稲、施設、露地）、
うち実証面積：トマト 10a、ミニトマト 2a、大葉春菊 28a、ナス 10a

経 営 概 要

岡村農園ほか（福岡県北九州市）実証成果

実証課題名

導入技術

●農業支援人材を10名育成、生産者が希望する日程・作業に対する人材供給の（実績/求人）充足率90％
●生産者の直売所販売額10％増、産地全体での経営収支（利益/収入）10％増

目　　標

問い合わせ先 北九州市産業経済局 農林水産部農林課（Tel：093-582-2078）

●これまで生産者が必要に応じて個別に実施していた農業支援人材
の育成を市立総合農事センターにて共同実施

●講義と実習の様子を動画コンテンツ化したことで、実習後に復習す
ることができ、都合がつかずに欠席した受講生も学習可能となった

●共同育成した人材をデータベース化し
て地域の生産者でシェアできる環境整
備を実施

●農業SNSツール「菜園ナビ」と連携し
て現場作業の実績を記録

●どのような経験・スキルを持つ人材な
のかをわかりやすく可視化した

●環境モニタリングデータを参照し
て、こまめな潅水やカーテン作動
時間を変更するなどの栽培管理の
改善に繋がった

●直売所POSデータを自動集計し帳
票化するツールを作成

●データ可視化により、生産者個々
ではつかみきれなかった地域全体
の需給動向を把握しやすくし、値付
けや出荷量、生育管理に役立てる
・野菜月別売上
・月の品目別シェア及び月別単価の棒グラフ
・主要品目の日別売上積み上げ線グラフ
・単価、売上個数の変動を過去3か年比較して
　可視化

目標に対する達成状況

農業支援人材育成 環境モニタリング機器

農業支援人材データベース 直売所POSデータ活用

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
○人材募集の説明会や育成カリキュラムの充実を推進する。充足率60％を基準値とし、農業支援人材数の増大を図る。
○直売所POSデータの解析結果を直売所会員向けにWeb公開するなど、生産者が需要動向を確認し、自身の経営に反映できる仕組
みを整えていく。

○データを有効活用するためには、データ活用スキルの育成が必要であり、生産者や農業法人に対して勉強会などの普及活動を定期
的に実施し、スマート農業の機運を醸成する。

〇農業支援人材は18名育成し、うち8名が支援人材として従事した。生産者5名が要望した日程・作業に対しての充足率は61.8％となっ
た（2か年通期で110回のマッチング）。育成した残りの10名の支援人材についても、勤務の条件が合えば、現場支援が可能な人材
として活用が期待される。

〇直売所POSデータの活用による値付けの工夫等により、2023年夏作の生産者のトマト売上は2021年比39％増となった。農業支援人
材や直売所POSデータをシェアする生産者人数が地区全体の生産者の1割程度である中で、産地全体の経営収支は4.7％増加した。

★

①農業支援人材育成、②農作業履歴記録システム、③農業支援人材データベース、
④農作業環境監視機器、⑤地域需給データ共有、⑥共同利用通信基地局（LoRaWANⓇ方式）

実証品目 トマト、ミニトマト、大葉春菊、ナス

九

州

198

高知県安芸地区におけるローカル5Gの活用によるゆず生産スマート化実証

9.6ha うち実証面積：2.9ha経 営 概 要

（株）土佐北川農園ほか（高知県北川村ほか）実証成果

実証課題名

①モバイルムーバー（防除・草刈り）　②スマートグラス（遠隔指導）　
③VRゴーグル（バーチャル圃場訪問）

導入技術

①モバイルムーバーを用いた防除の作業時間50％削減、草刈りの作業時間35％削減
②指導工数33％削減　③バーチャル圃場訪問の参加者アンケートの平均評価値4以上（5段階評価）

目　　標

問い合わせ先 NTTデータ経営研究所 四国L5G実証事務局（Email：shikoku_l5g_main@nttdata-strategy.com）

●剪定作業について、指導者1名が、被指導者1～5名を指導する際
の作業時間を、慣行（自宅から圃場へ移動、指導、帰宅にかかる時
間）と遠隔指導（自宅から遠隔監視センターへ移動、指導、帰宅に
かかる時間）の場合で比較。その結果、被指導者が1～5名のいず
れのパターンにおいても作業時間が約35％以上削減

▶遠隔指導では複数名への同時指導が可能なため、指導そのもの
の時間が削減可能

▶遠隔指導はインターネット環境があればどこでも指導可能なた
め、自宅で行う場合はさらに作業時間の削減が見込まれる

モバイルムーバーの導入による防除・草刈りの作業時間の削減効果
●生産者の作業時間が、防除では約88％、草刈りでは約57％削減
　※土佐北川農園（慣行区：34.1a、実証区：32.3a）での結果
▶削減効果は圃場面積が広くなるほど大きくなる

モバイルムーバーの性能についての利用者からの評価
<防除＞
●農薬の動噴圧力をアップし、散布ノズルの種類やノズル角度を変更する
ことで、散布が難しい高い位置への散布や葉裏への農薬付着状況を改善

▶生産者アンケートにて、「手作業による散布と同等ではないが十分」との
評価を得られた

＜草刈り＞
●石・樹木等の周辺物や段差等と干渉しないように、草刈り刃のアタッチメ
ントをプロペラ式からバリカン式に変更し、周辺物との干渉によるモバイ
ルムーバーの途中停止の防止および安全性を改善

▶生産者アンケートにて、バリカン式の草刈範囲・高さについては過半数が
不十分との評価となった。バリカン式において、樹木を傷つけず、かつ
生産者に満足してもらえる適切な草刈り範囲を検討する必要がある

●バーチャル圃場訪問の参加者アンケートにおいて、平均評点が3.4～3.9
となり目標未達ではあるが、「生産者の方と話ができてよかった。圃場の
様子も分かってよかった。」という意見もあり、バーチャル圃場訪問のリア
ルタイム性等の特性を活かして、圃場の魅力を一定程度遡求できた（アン
ケート項目例：映像・音声品質、関心度の変化、等）

▶高性能カメラの導入やカメラ位置の工夫により映像品質は改善された
▶バーチャル圃場訪問会場には出展ブースが多数ありノイズが発生しやすい
環境であったため、静かな場所で実施することで、聞き取りやすさ等の音
声品質が改善できる可能性がある

目標に対する達成状況

モバイルムーバー（防除・草刈り）

スマートグラス（遠隔指導） VRゴーグル（バーチャル圃場訪問）

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
〇モバイルムーバーは対象圃場面積が広いほど削減効果が大きくなるため、ターゲットを明確化してソリューションの普及活動を行う
〇スマートグラスについては、剪定以外の用途への活用に向けたニーズの確認を行い、年間を通した活用方法を検討する

①モバイルムーバー（ロボット台車）の導入により、年間を通じた生産者の作業時間は、防除においては約88％削減、草刈りにおいては
約57％削減し、目標達成

②指導者1名に対し、被指導者1名～5名のいずれの場合においても、指導にかかる時間が約35％以上削減し、目標達成
③バーチャル圃場訪問の映像・音声品質や関心度の変化に関するアンケートにおいて平均評点が3.4～3.9となった
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★

※①、②については土佐北川農園における結果

① ② ③
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模擬イベント

3.4

就農イベント（東京）

3.9

就農イベント（大阪）

3.9

イベント

平均評価値

慣行区
1501

実証区
186

約88%
削減

防除

作
業
時
間［

分
/1

0a
］

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

慣行区
76

実証区
32

約57%
削減

草刈り

作
業
時
間［

分
/1

0a
］

80

70

60

50

40

30

20

10

0

実証品目 5G（ゆず）

国
四
・
国
中

197


